
本学医学科では、第６学年の診療参加型臨床実習の一貫として、
4月の1カ月間、本学が学生交流を締結している海外の施設での臨
床実習を選択することができます。海外臨床実習は、毎年5年次に
募集があり、英語面接、共通試験の成績、TOEFL iBTスコアなどか
ら総合的に選考されます。選考された学生は、自由な学び系科目
「海外臨床実習コミュニケーション」で事前学修を行い渡航しま
す。帰国後は学内の医学会総会にて、英語による留学報告を行い
ます。毎年、TOEFL iBTの対策講座が開催され、応募前から帰国後
まで一貫した学修・留学支援を行っています。

新型コロナウイルス感染症が収束に向かう中、
４年ぶりに2023年度の海外臨床実習を再開し、
８ヵ国、10提携施設に15名を派遣しました。

今年度留学した学生の報告はこちらから
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【特集1】医学科：国際化に向けた取り組み

日本医学教育評価機構（JACME）による医学
教育分野別評価を再受審の結果「適合」と認定

令和4年度に日本医学教育評価機構（JACME）による医学教育分野別評価を再受審
の結果、評価基準に「適合」していると認定されました。

認定期間：2023年6月1日～2030年5月31日

適合認定＞

1.

2023年度 4年ぶりに海外臨床実習を実施
～8ヵ国、10提携施設に15名を派遣2.

留学報告＞

＊日本医学教育評価機構（JACME）：日本の医学教育の
質を国際的見地から保証することによって、医学教育の
充実・向上を図り、我が国の保健、医療、福祉、衛生、
並びに国際保健に貢献するため、医学部・医科大学等に
おける建学の理念を確認するとともに、世界医学教育連
盟（WFME）の国際基準をふまえて医学教育プログラムを
公正かつ適正に評価することを目的として設立された第
三者評価機関です。

国 研修施設 人数

台湾

台北医学大学 2名

中山医学大学 2名

高雄医学大学 1名

韓国 済州大学 1名

オーストラ
リア

ロイヤルビクトリアン アイ
アンド イヤー ホスピタル

2名

ハンガリー ペーチ大学 2名

オランダ ユトレヒト大学 1名

ドイツ マインツ大学 1名

イタリア ウディーネ大学 2名

アメリカ カンザス大学 1名

▼海外臨床実習先一覧

2022年度～ 自由科目として
「海外臨床実習コミュニケーション」「USMLE準備コース」を導入3.

本学医学科では、学生の多様なニーズに応える為、2022年度より少人数ゼミ形式の「自由科目（＊）」を導入
しており、海外で活躍したい学生には下記２コースがあります。 ＊2023年度より「自由な学び系科目」と改名

コース 対象学年 内容 2022年度履修者 2023年度履修者

海外臨床実習コミュニケーション 第５学年 海外臨床実習の準備を行う
申込17名

（確定15名）
申込15名

＊今後選考予定

USMLE受験準備コース 第２～５学年
米国医師国家試験（USMLE）
の受験サポートを行う 36名 19名



本学では平成28年にダイバーシティ推進本部を開設し、多様
な属性を持った人材が能力を発揮し、新たな発想によるイノ
ベーションを進め、持続可能な発展を続けることを目的として
「ダイバーシティ推進宣言」と「基本方針」を定めています。

本学におけるダイバーシティの実現状況を把握し、今後の活
動方針に役立てるために標題のアンケートを実施します。主旨
をご理解の上、ご協力くださいますようお願いいたします。

皆様からのご回答・ご意見をお待ちしております。

ダイバーシティ推進本部長・学長 林 由起子
ダイバーシティ推進センター長 横山 詩子

2023年 ダイバーシティ推進に関する意識・実態アンケート
実施のお知らせ

ダイバーシティ推進センター紹介Movie制作中・近日公開!!
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ダイバーシティ推進センターの取り組みを知ってもらうため、紹介Movieを制作中です。
大学HPおよびダイバーシティ推進センターHPに掲載しますので、是非ご覧ください！

関連HP＞

【特集2】ダイバーシティ推進に向けた取り組み

1.

 対象者：本学で働く全ての人
（4キャンパスの教員・職員・臨時職員・
派遣職員・業務委託先社員）

 回答方法：右記二次元コード
から回答フォームにアクセス

 所要時間：6分程度

 締切：7月31日（月）

SOGI (性的指向・性自認)への理解を
深めるＳＤ研修会開催のお知らせ2.

労働施策総合推進法（パワハラ防止法）により、事業主はパ
ワー・ハラスメントを防止する措置を講じることが義務化され
ています。

その一つであるSOGI（ソジ）ハラスメントの発生を防止する
ことを目的として、教職員がSOGIへの理解を深めるためにＳＤ
研修会を開催します。

講師は、2015年より医学科「医療プロフェッショナリズム」
において『多様性ダイバーシティに対応できる医療』の講義を
担当しているNPO法人SHIPの星野慎二氏です。ぜひ、ご参加く
ださい。

学生へのダイバーシティ教育
医学科「医療プロフェッショナリズム」3.

本学医学科では、学生に医療・福祉・行政か
ら基礎研究まで将来の幅広い活躍の場を知って
もらうとともに、男女共同参画やキャリアにつ
いて考える参加型授業などを行い、ジェンダー
やアンコンシャスバイアスについて考える機会
を提供しています。

＊SOGI（ソジ）：Sexual Orientation & Gender Identity の略で、性的指向と性自認
の意味。SOGIはLGBTを包括する概念

ＳＤ研修会
「性の多様性を認め誰もが働きやすい環境

づくり」～20人に1人はいるかも知れないLGBT

 対象者：本学教職員・学生

 開催日時：7月4日(火)17:30～18:30

 会場：自主自学館3F･大教室
[同時配信] Teamsライブイベント
右記二次元コードより参加

ご視聴には本学にて配布した
Microsoft 365アカウントが
必要です。ご不明な方は情報
システム室へお問合せ下さい。

※後日、一部編集したものをe-learningにて
オンデマンド配信予定です。

2023年度「医療プロフェッショナリズム」

＜第２学年＞
 ジェンダー平等について考えあう
 自分のキャリアについて考える
 多様性ダイバーシティに対応できる医療

＜第３学年＞
 先輩医師に学ぶ―将来の自分のキャリアについ

て考えよう

＜第４学年＞
 医学生のためのキャリアデザイン入門
 ダイバーシティに対応できる医療
 ジェンダー平等について考えあう

ダイバーシティ＆インクルージョン
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